
 令和 7(2025)年 4 月 1 日 制定 

 

 

 

 

 

 学校法人北海道星槎学園 

 

星 槎 道 都 大 学 
 

中 期 計 画 
 

 

令和 7（2025）年度～令和 11（2029）年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



1 

 

学校法人北海道星槎学園 星槎道都大学 中期計画 

～ステークホルダーから愛され選ばれる大学へ～ 

（中期計画の期間：令和７年度～令和１１年度） 

 

はじめに ～中期計画の策定方針～ 

  

１．学校法人北海道星槎学園（以下「本学園」という。）は、中期計画の策定にあた

り、星槎道都大学（以下「本学」という。）のミッションである共生社会の実現に向

けた 15年ビジョン「星槎道都大学ビジョン 2040―私たちがＶＵＣＡ時代を生き抜

くための 15年ビジョン―」（以下「ビジョン 2040」という。）及びすべての教職員

が関わり策定した「星槎道都大学グランドデザイン 2040（答申）」に基づき中期計

画を策定します。 

 

２．中期計画の策定にあたり、「ビジョン 2040」のプロセスが示すように、2025年度

～2029年度の期間を第 1期（ステークホルダーから愛され選ばれる大学）、2030年

度～2034を第２期（ステークホルダーから支持される大学）、2035年度～2039年度

を第３期（ステークホルダーとともに共創する大学）と位置づけ、各期の開始前年

度に計画を策定します。 

 

３．中期計画の策定にあたり、クロスＳＷＯＴ分析を用いることで、本学園・本学を

取り巻く環境を客観的かつ多角的な視点で把握・分析し、計画に反映していきま

す。 

 

４．中期計画の実施にあたり、各年度の事業計画において、できるだけ具体的な数値

目標、行動計画を示すとともに、項目ごとに管理責任者を定めた実施工程表を作成

し、進捗・達成状況の確認を行います。これをもってＰＤＣＡサイクルを構築し、

目標の達成を目指します。 

 

５．策定された中期計画の達成のため、全教職に対する周知徹底を図り、一貫した強

い意志のもとで実行することで成果を上げる努力をします。 
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Ⅰ 建学の精神・理念に基づき育成する具体的な人材像とこれを実現する教育 

目標 

本学のフィロソフィーは、建学の精神「社会に必要とされることを創造し、常に新

たな道を切り開き、それを成し遂げる。」、星槎の三つの約束「人を認める。人を排除

しない。仲間を作る。」、教育の理念「必要とする人々のために新たな道を創造し、

人々が共生しえる社会の実現をめざし、それを成し遂げる。」、目的・使命「広い分野

の総合的な知識と深く専門の理論および応用を教授研究し、豊かな教養と専門知識お

よび技術を身につけた課題探究能力および創造力に富んだ有為な人材を育成すること

を目的とし、もって文化の創造発展と共生社会の実現に貢献することを使命とする。」

であり、これらのもと「ディプロマ・ポリシー」に示す以下の能力、知識および態度

等を身につけた人材を育成することが教育目標となる。 

 

【星槎道都大学】 

本学は、「教育の理念」や「教育の目的」に基づき定める各学部・学科の教育課程を

履修し、基準となる卒業要件を満たした学生に「学士」の学位を授与します。 

これによって、学位を授与した学生が、以下の能力、知識および態度等が身について

いることを保証します。 

（DP1）共生社会の実現に取組む力[主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

（DP4）情報分析力と問題解決力[思考力、判断力、表現力等] 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度[主体性を持って多様な人々と協働し

て学ぶ態度] 

 

【経営学部経営学科】 

経営学部経営学科は、本学の「教育の理念」に基づいて定められた以下の 5つの能力

を身につけ、所定の期間在学し、本学科が定める所定の単位を修めた学生に対して卒業

を認定し、「学士(経営学)」の学位を授与します。 

（DP1）共生社会の実現に取組む力[主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

共生社会の実現に資する人材として、自分をより高める自己形成の意志と主体性

を持って多様な人々と協働して学ぶことができる態度を身に付けている。 

（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

健康・スポーツ、外国語、情報・数理、キャリアデザインなど幅広い知識・技能を

身に付け、経営（マネジメント）を中心とする専門分野の知識・技能と統合すること

ができる。 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 
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体系的に修得した経営（マネジメント）に関する知識や技能を、関連業界、地域お

よび社会が直面する状況・課題に対して柔軟に活用し、新たな道を創造することが

できる。 

（DP4）情報分析力と問題解決力[思考力、判断力、表現力等] 

経営（マネジメント）を中心とする情報を、必要に応じて ICT を有効に活用し、

収集・分析・統合して適切に評価する力を身に付け、関連業界、地域社会が直面する

問題の発見やその問題の解決につながる提案ができる。 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度[主体性を持って多様な人々と協働して

学ぶ態度] 

レポートや論文などの文章読解・作成能力およびプレゼンテーション技術を身に

付け、相手の立場を理解した上で自らの考えを論理的かつ明確に伝えて、他者と主

体的に協働することができる。また、インターンシップやボランティア活動などを

通じて、主体的に多様な人々と協働することができる態度を身に付けている。 

 

【社会福祉学部社会福祉学科】 

社会福祉学部社会福祉学科は、本学の「教育の理念」に基づいて定められた以下の 5

つの能力を身につけ、所定の期間在学し、本学科が定める所定の単位を修めた学生に対

して卒業を認定し、「学士(社会福祉学)」の学位を授与します。 

（DP1）共生社会の実現に取組む力[主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

共生社会の実現に資する人材として、自分をより高める自己形成の意志と主体性  

を持って多様な人々と協働して学ぶことができる態度を身に付けている。 

（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

健康・スポーツ、外国語、情報・数理、キャリアデザインなど幅広い知識・技能を

身に付け、社会福祉を中心とする専門分野の知識・技能と統合することができる。 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

体系的に修得した社会福祉に関する知識や技能を、関連業界、地域および社会が

直面する状況・課題に対して柔軟に活用し、新たな道を創造することができる。 

（DP4）情報分析力と問題解決力[思考力、判断力、表現力等] 

社会福祉を中心とする情報を、必要に応じて ICT を有効に活用し、収集・分析・

統合して適切に評価する力を身に付け、関連業界、地域および社会が直面する問題

の発見やその問題の解決につながる提案ができる。 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度[主体性を持って多様な人々と協働し

て学ぶ態度] 

   レポートや論文などの文章読解・作成能力およびプレゼンテーション技術を身に 

付け、相手の立場を理解した上で自らの考えを論理的かつ明確に伝えて、他者と主

体的に協働することができる。また、インターンシップやボランティア活動などを
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通じて、主体的に多様な人々と協働することができる態度を身に付けている。 

 

【美術学部デザイン学科】 

美術学部デザイン学科は、本学の「教育の理念」に基づいて定められた以下の 5つの

能力を身につけ、所定の期間在学し、本学科が定める所定の単位を修めた学生に対して

卒業を認定し、「学士(デザイン学)」の学位を授与します。 

（DP1）共生社会の実現に取組む力[主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

共生社会の実現に資する人材として、自分をより高める自己形成の意志と主体性

を持って多様な人々と協働して学ぶことができる態度を身に付けている。 

（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

健康・スポーツ、外国語、情報・数理、キャリアデザインなど幅広い知識・技能を

身に付け、デザインを中心とする専門分野の知識・技能と統合することができる。 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

体系的に修得したデザインに関する知識や技能を、関連業界、地域および社会が

直面する状況・課題に対して柔軟に活用し、新たな道を創造するとともに、デザイ

ナーやアーティストとして、関連業界、地域および社会に対してデザイン・美術作

品などの成果を公表することができる。 

（DP4）情報分析力と問題解決力[思考力、判断力、表現力等] 

デザインを中心とする情報を、必要に応じて ICT を有効に活用し、収集・分析・

統合して適切に評価する力を身に付け、関連業界、地域および社会が直面する問題

の発見やその問題の解決につながる提案や成果の公表ができる。 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度[主体性を持って多様な人々と協働して

学ぶ態度] 

      レポートや論文などの文章読解・作成能力およびプレゼンテーション技術を身

に付け、相手の立場を理解した上で自らの考えを論理的かつ明確に伝えて、他者

と主体的に協働することができる。また、インターンシップ、デザインや美術の

制作・研究活動などを通じて、主体的に多様な人々と協働することができる態度

を身に付けている。 

 

【美術学部建築学科】 

美術学部建築学科は、本学の「教育の理念」に基づいて定められた以下の 5つの能力

を身につけ、所定の期間在学し、本学科が定める所定の単位を修めた学生に対して卒業

を認定し、「学士(建築学)」の学位を授与します。 

（DP1）共生社会の実現に取組む力[主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度] 

共生社会の実現に資する人材として、自分をより高める自己形成の意志と主体性

を持って多様な人々と協働して学ぶことができる態度を身に付けている。 
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（DP2）幅広い教養と専門分野との統合力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

健康・スポーツ、外国語、情報・数理、キャリアデザインなど幅広い知識・技能を

身に付け、建築を中心とする専門分野の知識・技能と統合することができる。 

(DP3) 専門分野の知識・技能の活用力[知識・技能、思考力・判断力・表現力等] 

体系的に修得した建築に関する知識や技能を、関連業界、地域および社会が直面

する状況・課題に対して柔軟に活用し、新たな道を創造することができる。 

（DP4）情報分析力と問題解決力[思考力、判断力、表現力等] 

建築を中心とする情報を、必要に応じて ICT を有効に活用し、収集・分析・統合

して適切に評価する力を身に付け、関連業界、地域および社会が直面する問題の発

見やその問題の解決につながる提案や創作活動ができる。 

（DP5）コミュニケーション能力と協働する態度[主体性を持って多様な人々と協働し

て学ぶ態度] 

レポートや論文などの文章読解・作成能力およびプレゼンテーション技術を身に

付け、相手の立場を理解した上で自らの考えを論理的かつ明確に伝えて、他者と主

体的に協働することができる。また、インターンシップや建築の設計・制作・研究

活動などを通じて、主体的に多様な人々と協働することができる態度を身に付けて

いる。 

 

 

Ⅱ 教育改革の具体策  

 

１． 教 育～学生主体の学び（学修者本位の教育） 

少子高齢化、グローバル化、第４次産業革命による産業構造の変化、そして価値観

の多様化が急速に進み、先行きの予測が困難な複雑で変化の激しい現代社会におい

て、共生社会の実現に資する幅広い豊かな教養と専門分野の素養に裏づけられた柔軟

な思考、総合的で的確な判断とそれにもとづく迅速な行動ができる論理的な分析力に

裏づけられた人材を養成します。 

そして、地域をキャンパスとすることで社会に必要とされる新たな課題を創造し、

それに対応できる教育活動を展開するとともに、価値観が多様化する中でともに学び

「連携」、「協調」、「共創」する教育環境を整備し、「学生成長率ナンバーワン」

の大学を目指します。 

そのために、本学は以下に掲げる事項を実践していきます。 

 

(１)学生の実態やニーズに応じた体系的・組織的な教育に取り組み、教育課程の継続

的な改善を図ることで、学修者本位の教育(学生主体の学び)を展開し、教育の質を

保証します。 
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① ディプロマ・ポリシー(以下、「ＤＰ」という。)を適切に設定し、ＤＰに基づ

く学修成果の可視化や学びの可視化のための学修ポートフォリオの利用推進など

に取り組むことで、「何を学び、身に付けることができたのか」を主体とする学

びを実現します。 

② ＤＰに掲げた能力、知識および態度等を育成するため、カリキュラム・ポリシ

ー(以下、「ＣＰ」という。)に基づくメジャー・プログラム(共通教育科目・専門

科目)を中心とした学位プログラムを編成・実施し、学生が主体的・能動的に学ぶ

ことができるよう、講義、演習、実習等を適切に組み合わせた授業を開講しま

す。 

③ 教育の質保証の確保を目的として、単位制度の実質化のため、成績評価の厳格

化（ＧＰＡ制度やＣＡＰ制度の改善）、授業計画(シラバス)の充実(ルーブリック

の導入、教室外学修やＳＤＧｓキーワードの明確化)、教育課程の体系化(ナンバ

リングやカリキュラムマップ等の作成)、クォーター制のメリットを生かした教育

課程の導入などに全学で取り組みます。 

④ 全学部・学科において、教育成果の可視化に取組むとともに、アセスメント・

プランに基づく調査・分析を行い、これらの結果を教育の改善に反映すること

で、常に学修者本位の教育課程及び教育内容へ転換を図ります。 

⑤ 各授業科目において主体的な学びを促すアクティブラーニングを促進します。 

⑥ 生成ＡＩツールの技術を理解・習得させ、主体的な学びに積極的に活用できる

よう全学で取り組みます。 

 

(２)３学部４学科の専門領域の枠を超え、学生や社会ニーズに対応した特色ある教育 

プログラムを展開し、学生と教員が互いに成長できる能動的な学修への質的な転換 

を図ります。 

① 全学生に推奨する共通教育科目プログラム(修学支援プログラム、数理・データ

サイエンス・ＡＩ教育プログラム、キャリア支援プログラム、サブメジャー・プ

ログラム)において、文理融合のリベラルアーツ教育を展開します。 

② 複数の専門性に基づく知識と普遍的なスキル・リテラシー等を身に付けるため

のサブメジャー・プログラムを開設し、内容の充実に努めます。 

③ 全学共通のゼミナール等において、地域・行政・企業等と連携した「探求する

学び」、「協働的な学び」、「体験できる学び」を実践し、「伝える授業」から

「体験できる授業」となる「課題解決型学習プログラム(ＰＢＬ)」への転換を図

ります。 

④ ４年間の学修成果を統合する科目(卒業論文・制作・設計)の充実を図り、創造

性、独創性、ファシリテーション力やプレゼンテーション力の向上を図ります。 
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(３)多様な価値観や文化的背景を持つ人々が集い、ともに学び「連携・協調・共創」 

する教育環境を実現します。 

① 通学と通信のシームレス化に向けた教育課程の整備のため、ハイフレックス型 

(対面＋遠隔)授業の開発に努めるとともに、ｅラーニングシステム（LMS）のコン 

テンツ教材の充実を図り、「いつでもどこでも何度でも」柔軟に学べるブレンド 

型(オンデマンド＋対面)授業へのシフトを推進します。 

② 「個別最適化な学び」を実現するため、各学部学科の収容定員の見直しや通信 

教育課程の設置を推進するとともに、大学間連携を視野に入れたハイフレックス 

型及びブレンド型授業の開発を推進します。 

③ ＩＣＴを活用して海外大学等との授業科目の共有や、単位互換を進めるととも 

に、ダブルディグリーや共同学位など他機関との学位プログラムの開発を推進し 

ます。 

④ クォーター制のメリットを生かした次世代の地域社会をけん引するグローカ 

ル人材の育成のため、地域と「連携・協調・共創」する、「地域がキャンパス」 

となる教育環境を整備します。 

⑤ 異文化を理解する力とコミュニケーション力を養成するため、新たな外国人留 

学生との交流プログラムや海外研修プログラムを提供します。 

⑥ 国際的な大学を構築するため外国人留学生のための日本語教育の整備を行うと 

ともに、新たな学習支援体制や生活支援の充実に努めます。 

⑦ 全世代向けの生涯教育の推進へと質的向上を図り、リカレント教育などの多様 

なニーズに応える公開講座・履修証明プログラム・附帯教育事業を展開し、地域 

共生型の大学を目指します。 

 

２．学生支援～学生一人ひとりの成長ストーリー 

学生一人ひとりが「星槎らしさ(わくわく感)」のもと、「自分自身を見つめること

ができる力」、「様々な選択や判断ができる力」、「自律的に生きていく力」を身に

付け、自らの成長を実感できる場となる学修環境を整備し、充実した学生生活を送る

ことができる大学を目指します。 

そのために、本学は以下に掲げる事項を実践していきます。 

 

(１)全ての学生の多様な相談に対応するための支援体制の充実・機能強化を図りま 

す。 

① 学修者本位の教育(学生主体の学び)をサポートするため、履修アドバイザーや 

ゼミ担任制度の充実などを通して、個々の学生の学修意欲に応える支援体制を強 

化します。 

② すべての学生について個人レベルのカルテ・ポートフォリオを活用し、学修過 
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程・学修成果などを可視化することにより、適切な学修指導等を行います。 

③ 学修者本位の教育(学生主体の学び)への組織的な教育改善のために、授業補助 

指導者(ＴＡ・ＳＡ）による教育サポートを拡大します。 

④ 心身の問題をはじめ、多様化する学生の相談や悩みへの適切な対応のため、学 

生相談室や学生生活カウンセラーなどの支援体制を強化するとともに、学生を支 

援する部署・担当者の連携協力や学生が相談しやすい環境づくりを推進します。 

⑤ 国際交流センターや留学生カウンセラーなど、外国人留学生の学修と生活に対 

するきめ細かな支援体制を一層強化します。 

 

(２)学生が多様な活動(スポーツ・文化活動、社会貢献活動、留学など)にチャレンジ 

できる支援体制を整備します。 

① 教育効果の高い学生のスポーツ・文化活動に対する経済的支援等を充実させま 

す。 

② 学生の社会貢献活動をより推進・支援するため、地域連携推進センターやウェ 

ルビーイング研究センターの一層の機能充実を図ります。 

③ 学生が主体的に取組む海外留学プログラム(語学研修やインターンシップなど) 

の開発に努めます。 

④ 学内ワーク・スタディ事業を拡充し、新たに学内ピアサポートの展開を図ると 

ともに、学業奨励の観点から経済的支援を強化します。 

⑤ 学生が自らの成長を実感できるよう、多様な活動の成果をホームページやＳＮ 

Ｓ等で学内外に発信する体制を整備します。 

 

(３)学生が夢を叶える・自己成長を達成するための独自の奨学金制度等を展開し、不

本意な退学や除籍を抑制します。 

① 学びたい気持ちをもつ人が経済的理由で進学をあきらめることのないよう、入 

学試験の成績による奨学金制度や各種特典制度による授業料等の減免を実施しま 

す。 

② 経済的理由により修学継続が困難となった学生に対して、奨学金を給付または 

貸与して経済的に支援します。 

③ 在学生の学業に対しての努力をＧＰＡに基づき客観的に評価し、在学生奨学金 

を給付します。 

④ 修学に対し強い意欲や目的意識を持つ外国人留学生や社会人の受け入れを促進 

するため、奨学金を給付して経済的に支援します。 

⑤ 次世代の地域社会をけん引するグローバル人材を育成するため、海外留学に対 

する助成制度の導入を推進します。 

⑥ 有償型インターンシップの受け入れ先を拡大して、経済的支援と教育効果の向 
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上に努めます。 

 

(４)学生一人ひとりの個性に合わせたキャリア支援を行い、就職率100%の大学を目指 

します。 

① 急激に変化する現代社会の中で、学生自らが「自律的に生きていく力」を養 

い、卒業後のビジョンを描けるようキャリア支援科目や就職支援講座などの内容 

充実・改善に常に取り組みます。 

② 学生一人ひとりの個性に合わせたキャリア支援を行うために、個別面談により 

全ての学生の就職希望先を把握するとともに、それに基づく個別相談の中心とし 

た支援を展開します。 

③ 学生の個別面談・相談等の記録を記載する学生カルテ・ポートフォリオの利用

促進を図り、学生一人ひとりの就職サポートを大学全体で行う体制を整えます。 

④ 全ての学生にアセスメントテスト等を行い、学生一人ひとりの社会人基礎力や 

職業に関する準備度等を測定し、学生の自己理解を深めるとともに、「自分自身 

を見つめることができる力」を養うサポートを行います。 

⑤ クォーター制のメリットを生かして、学生がインターンシップに参加しやすい 

環境を整えるとともに、インターンシップに対して、明確な目的意識を持って取 

り組めるよう事前教育を含めた支援を強化します。 

⑥ 就職に役立つ資格・免許の取得率を向上させるため、資格等取得のための支援 

を充実します。 

⑦ 留学生のニーズに合わせたキャリア支援活動を強化します。 

 

３．研究～多様な研究者の確保と研究成果の還元 

建学の精神となる「社会に必要とされることを創造し、常に新たな道を切り開き、 

それを成し遂げる。」のもと、各専門分野の特色を生かした独創的研究を推進すると

ともに、地域課題の解決への真摯な研究に取り組み、本学の使命である「文化の創造

発展」と「共生社会の実現」に貢献できる大学を目指します。 

そのために、本学は以下に掲げる事項を実践していきます。 

 

(１)各専門分野の特色を生かした独創的研究を推進するとともに、様々な機関(産学 

官)との共同研究や受託研究・受託事業の受入を推進します。 

① 北広島市に開業したボールパークを始めとして地域に広く題材をとった研究を 

推進します。 

② 本学の特色ある研究を活性化させるため、地域連携推進センターやウェルビー 

イング研究センターを中心として、様々な機関(産学官)との協働した取り組みを 

推進します。 
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③ 各専門分野の特色を生かした独創的研究を推進するため、多様な研究者を受け 

入れるとともに、大学の個人研究費や共同研究費の充実に努めます。 

 

(２)外部研究資金の戦略的獲得を促進します。 

① 科研費その他公的研究資金・競争的な研究資金の獲得に向けて、申請数及び採 

択数を増加させる組織的な取り組みを行います。 

② 研究支援のための事務組織の強化や間接経費の機能的支出を常に検討していき 

ます。 

 

(３)社会に必要とされる研究に取り組み、その研究成果を地域社会や産業界等、さら 

に教育活動に還元するとともに、このことを実現することができる多様な研究者の 

確保に努めます。 

① 社会に必要とされる研究に取り組み、その研究成果を地域社会や産業界等に還 

元できる体制の整備に努めます。 

② 教育活動に関連する研究成果等を確立し、各授業科目において学生に還元でき 

る教育体制の整備に努めます。 

③ 研究者のダイバーシティを推進するとともに、優秀な教員・研究者の確保に努 

めます。 

 

(４)文化の創造発展と共生社会の実現に貢献するため、研究成果の発信力を強化しま 

す。 

① 研究成果を社会や産業界等へ還元するため、講演会やシンポジウムの開催をは 

じめ、ＳＮＳ等の新たな手法により発信します。 

② 研究機関としての社会的責任を果たすため、リポジトリを構築し研究成果を公 

開できるよう取り組みます。 

 

４．社会連携・社会貢献～地域・社会のWell-beingの実現 

本学は教育・研究活動によって得られる様々な知識や情報、技術を保有する人的資 

源や図書情報館などの物的資源を有効活用し、地域社会に還元します。 

また、本学の知見を生かした公開講座，産学連携，地域課題の解決，地域の人材養 

成や国際協力のみならずスポーツや文化活動においても地域との連携を深め、持続可

能な社会の実現に向けて社会連携・社会貢献に取り組みます。 

そのために、本学は以下に掲げる事項を実践していきます。 

 

(１)教育・研究活動を通じた社会連携・社会貢献を推進します。 

① 地域課題解決や地域人材育成に関連するテーマを扱う共同プロジェクトや大学 
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間連携プロジェクト等の事業に取り組みます。 

② 持続可能な17の開発目標（SDGs）の目標達成のために、様々な機関(産学官)と 

連携した事業に取り組みます。 

③ 文理横断・融合型の新たな教育基盤の整備やデータサイエンス人材の育成に向 

けた教育・研究を推進します。 

④ 地域社会に貢献するためのボランティア活動や企業等と連携した有償型等イン 

ターンシップを推進します。 

⑤ 本学の研究開発力･人材などを活用した高大連携を推進し、高校教育の充実･発 

展、将来の有為な人材の育成に寄与します。 

⑥ 国際社会に貢献するため日本語教育を通じた社会貢献を推進します。 

 

(２)リカレント教育を含む生涯学習の場として地域へ大学を開放し、学びの機会を提 

供します。 

① リカレント教育を含む生涯学習の場として、運営体制・財政基盤の強化を図る 

とともに、多様なニーズに応えるプログラムを展開し、学びの機会を提供しま 

す。 

② 地域社会への知の還元のため、図書館や研究機関と連携した講演会やシンポジ 

ウムを開催し、学びの機会を提供します。 

③ 北広島市はもとより包括連携を締結する道内市町村や企業・諸団体との連携を 

強化し、産学官連携による協働した事業を推進します。 

 

(３)スポーツ・文化活動を通じた社会連携・社会貢献、学生や卒業生と連携した社会 

とのつながりを広げる活動を推進します。 

① スポーツ系や文化系課外活動団体との協力のもと、ボランティア活動などを通 

じた社会連携・社会貢献を推進します。 

② 国内外で活躍する卒業生と連携を強化して、地域課題解決のため学生とともに 

様々な事業が展開できる体制を整備します。 

③ スポーツ系・文化系課外活動団体が行う社会連携・社会貢献、卒業生と学生が 

連携する事業や地域のイベント協力などを支援する体制を整備します。 

④ スポーツ系や文化系課外活動団体の様々な活動を広く情報発信し、学生と地域 

社会がつながる機会を提供します。 

⑤ 学生のボランティア活動やサービスラーニング等を通じて、学生と地域社会と 

の接点の拡大を図ります。 

 

 

Ⅲ 経営・ガバナンス強化策 
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(１)コンプライアンスとダイバーシティや危機管理を意識した環境整備を推進しま 

す。 

① コンプライアンスを遵守する職場体制の構築に向けた取り組みを一層推進しま 

す。 

② 多様な価値観を受容・尊重するとともに、一人ひとりの人権が尊重され、お互 

いの人権を認め合い、差別や偏見による人権侵害が生じることのない大学づくり 

を推進します。 

③ 女性や外国人の教員・研究者の採用および女性管理職の登用を公正かつ客観的 

な評価に基づき行います。 

④ 災害・非常時におけるリスク管理体制を整備し、学生や教職員等の安心・安全 

 な環境を整えます。 

 

(２)新たな時代に対応できる組織の構築及び人材の能力開発を推進します。 

① 新たな時代に対応できる教員組織を構築するため、教育力のみならず、研究力 

を向上させるための教員支援体制の整備に取り組みます。 

② 新規課題・政策課題に対応できる教育組織を構築するため、ＦＤ・ＳＤ活動を 

一層充実させ、教職員の能力向上に努めます。 

③ 新たな時代に対応できる教育組織を構築し、「経営の高度化」と「業務の効率 

化」を図るため、学部学科の再編、大学の統合・再編、大学等連携推進法人な 

ど、あらゆる選択肢について学内議論を深めます。 

④ 複数機関で専門性を発揮できる柔軟な雇用形態の検討など、新しい制度の実現 

に取り組みます。 

⑤ リファラル採用、ソーシャルリクルーティングやインターンシップの受入など 

様々な方法により、本学の教育・研究活動で活躍できる優秀な人材を獲得しま 

す。 

⑥ 教職員の意欲を高める人事政策を構築するため、人事評価制度の改善・再構築 

に取り組みます。 

 

 

Ⅳ 法人・教学部門双方の積極的な情報公開 

 

(１)運営・教学部門双方の積極的な情報公開を行い、大学の魅力を発信します。 

① 法人及び大学概要、事業概要、財務概要、大学ガバナンスコードについて、積 

極的に情報を公開します。 

② 本学の教育・研究活動等について、ホームページはもとよりテレビや新聞、雑 
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誌などメディアへの積極的な発信を行います。 

③ ステークホルダーへ迅速かつ的確に情報発信するため、ホームページやＳＮＳ 

等を活用した広報体制を整備します。 

 

 

Ⅴ 財政基盤の安定化策 

 

(１)法人の経営力強化と財政基盤の安定化を図り、中期計画の実現に向けた戦略的な 

資源配分に取り組みます。 

① 事業計画(１年間)を策定し、中期計画の具体的な方策を決定するとともに、中 

期計画の進捗状況を管理して、計画の実現に努めます。 

② 中期の経営改善計画を策定し、人的・物的リソースの効果的な共有や配分によ 

り経営基盤の安定化を推進します。 

③ 教職員のコスト意識を高めるとともに、物品の発注方法見直しや省エネの一層 

の推進などにより経費の抑制に取り組みます。 

④ 寄附金、補助金や外部研究資金など学納金以外の収入増を図るため、獲得体制 

を強化します。 

⑤ 附帯教育事業の通信教育課程（指定保育士養成課程、社会福祉士養成課程、精 

神保健福祉士養成課程など）の受講者を増加させ、収入増に取り組みます。 

⑥ 留学生別科や留学生短期プログラムの受入学生を増加させ、収入増に取り組み 

ます。 

⑦ 大学施設設備の有効的な利活用に努め、利用料などの収入増に取り組みます。 

 

 

Ⅵ 入学定員確保策 

 

(１)教育・研究活動等についての戦略的な広報により学生定員確保に取り組みます。 

① アドミッション・ポリシーに基づき、学力の３要素を多面的に判定する入学試 

験を実施します。 

② 外国人留学生や社会人など多様な学生の受け入れを促進します。 

③ 他機関(短大・専門学校など)からの編入学生の受け入れを促進します。 

④ オープンキャンパスや高校訪問などの状況・内容を分析し改善を図るととも 

に、パンフレット・募集広告等を総合的に検討し、戦略的に広報活動全体の取り 

組みを強化します。 

⑤ 本学の教育・研究活動等を「見える化」するため、ホームページの充実に取り 

組みます。 
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⑥ 高校生に大学での学修を理解してもらうため、出張授業や個別大学見学会の拡 

大を図ります。 

⑦ 本学の認知度を向上させる取り組みとして、本学主催の高校生向けコンクール 

や大会などを充実させます。 

⑧ グループ校や高大連携校との連携を強化し、入学者を増加させる取り組みを強 

化します。 

 

 

Ⅶ 教育環境整備計画 

 

(１)将来を見据え、時代の変化に対応できる環境を整備します。 

① 教育研究施設や福利厚生施設の充実を目指し、長期的観点で老朽化したキャン 

パスの整備・改修を計画します。 

② 早期に第２キャンパス（課外活動等使用）の耐震化を実現し、安全快適な施設 

へと転換を図ります。 

③ 学内施設のバリアフリー化を推進するとともに、ユニバーサルデザイン化への 

移行に向けての取り組みを検討します。 

④ 夏の暑さ対策として、快適な学修環境を提供するため冷房未設置教室へのエア 

コン設置等を計画的に推進します。 

⑤ 各学部学科の特色を踏まえた上で、新しい時代に対応した情報機器、各コンピ 

ュータ室の計画的な整備を行います。 

⑥ 学生同士が知的交流を図る場として、ＩＣＴ環境や支援システムが構築された 

ラーニング・コモンズを整備します。 

⑦ 学生が快適に利用できるスポーツ系・文化系課外活動の施設・設備や福利厚生 

施設を計画的に整備します。 

⑧ 地域の知の拠点となる大学として、図書情報館の一層の充実を図ります。 

⑨ 学内ネットワークや教職員の教育・研究用パソコン及び事務用パソコンなどを 

時代の変化に対応し、計画的に整備します。 

 

 

Ⅷ グローバル化、ＩＣＴ化策 

 

(１) 国際的な視点を取り入れた教育や研究の質の向上に取り組みます。 

① 外国人留学生を積極的に受け入れるとともに、本学日本人学生の海外派遣を推

進し、多様な文化や視点を学ぶ機会の提供に努めます。 

② 英語やその他外国語の授業を提供するとともに、その内容充実に努め、グロー 



15 

 

バル化の時代に対応することができる有能な人材を育成します。 

③ 海外の大学や研究機関との共同研究等を推進し、グローバルな課題に取り組め 

 るよう努めます。 

④ キャンパス内の案内表示や資料を多言語化し、外国人留学生や教職員が利用し 

 やすい環境を整えます。 

 

(２)ＤＸ推進による業務の合理化に取り組みます。 

① ＩＣＴを活用した先進的な教育・研究環境を実現するため、ラーニング・コモ 

ンズなどの施設設備の整備に計画的に取り組みます。 

② ＤＸを推進し、学内業務のペーパーレス化や授業資料等のデータ共有などクラ 

ウド化を推進します。 

③ 大学運営関連業務等の合理化及び迅速化のため、スクラップ・アンド・ビルド 

による各種意思決定手続きの見直しを図るとともに、ＩＣＴを活用したシステム 

の導入を推進します。 

 

 

Ⅸ 計画実現のためのＰＤＣＡ体制 

 

(１) 中期計画の実現のためのＰＤＣＡ体制の構築 

① 中期計画の内容については、できるだけ具体的な数値計画や行動計画を示すた

め各年度の事業計画に反映するとともに、項目ごとに管理責任者を定めた実施工

程表を作成し、進捗・達成状況の確認を行います。これをもってＰＤＣＡサイク

ルを構築し、目標の達成を目指します。 


